
（サ）課題番号１１課題分野：Ⅰ 課題名：「花みょうがの産地振興」対象：西吉野ミョウガ組合 計画期間：H29～31農林振興事務所名：南部農林振興事務所普及指導事項 活動内容 活動成果①効率的な育苗の試行 ①技術指導 ①当初計画の苗数の3分の2を確保。②実証展示圃の設置 ②技術指導、検討会の開 ②展示圃30a設置。催総合評価（コメント）Ａ：５名■獣害対策などとの関わりなど、課題と利点を多様に掘り起こしながら普及実現に向けてさらに進めていただくことを期待します。■花みょうがの産地振興のため引き続き取り組んで下さい。■本地域の特産物ともいえる花みょうがへのてこ入れは、的を得た取り組みであり評価したい。生産面積が減少していたようではあるが、花みょうがの生産振興を図ることにより農業者の経営安定につながるのではないかと考えられるため、大いに期待できる。■苗の枯死があったが、今後の育苗を試行し、今年度の苗の確保も出来ている。■花ミョウガの露地栽培では奈良県が日本有数の産地であることを初めて知った。需要もあるとのことなので、可能なら産地拡大も見込める栽培技術の確立を期待したい。B：１名■試行錯誤ですぐには結果がでなくても、花みょうがの効率的な栽培法を確立してほしい。
普及指導計画への反映状況等■来年度については今年度の減産となった育苗圃について土の量やかん水程度を調整することで改善を行う予定で、今後本圃においても植付を行いますが試行錯誤を行い効率的な栽培法を確立いたします。


